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2-2. 第 19回 
日 時：2016年 2月 15日（月）13:00-16:10 
会 場：H202教室 
司 会：人見㻌 明宏 
参加者数：21名 
発表者および発表タイトル 
(1)㻌 武田㻌 太一（本学非常勤講師） 
亀井㻌 伸孝（外国語学部国際関係学科） 
「語学科目『日本手話』導入の達成と課題」 
(2)㻌 大門㻌 正幸（本学非常勤講師） 
「プレゼンテーション力向上を目指した授業に関する実践報告」 
(3)㻌 岡本㻌 直樹（外国語学部英米学科 4年） 
「英語の現在完了形－過去を表す定時間表現との共起現象－」 
(4)㻌 学生自主学習会報告（高等言語教育研究所からの助成に関する報告） 
・ポルトガル語研究会 木戸㻌 志緒子（外国語学部国際関係学科 3年） 
・英文法研究会 岡本㻌 直樹（外国語学部英米学科 4年） 
・MAG翻訳研究会 上手㻌 結有希（外国語学部国際関係学科 2年） 
 花井㻌 万里奈（外国語学部ヨーロッパ学科フランス語圏専攻 2年） 













本年度も、大学祭二日目の 月 日（土）に 6教室で開催された。この催しは、学生が
本学で学習中の外国語（留学生の場合は日本語）で文学作品などの一部を暗唱し、学習年数に
より 部に分かれてパフォーマンスを競い合い、聴衆による投票、および審査委員会による協
議で優秀者が選ばれるものである。今年度は、第 部（学習 年目の履修者）に 組、第 部

































演題 Aus „Ansprache des Bundespräsidenten zum 40. Jahrestag der Beendigung 




英語 森平 和貴（国際関係学科 年）
岡本 慧、曽我 佳帆、吉村 美弥（同 年）
演題 7KHODVWOHFWXUH（最後の講義）












  ポルトガル語： 小原 芽惟（ヨーロッパ学科 スペイン語圏専攻２年）









第 部■最優秀賞  スペイン語：岡本 奈美佳（スペイン語圏専攻１年）
 ■優秀賞  日本手話：佐藤 遥、ハシム・アナスタシャ・ウランダリ
（国際関係学科３年）
第 部■最優秀賞  英語：岩田 清佳、河田 愛梨、島袋 ライサミカ（英米学科年）




 ■学長賞  英語：森平 和貴（国際関係学科１年）
岡本 慧、曽我 佳帆、吉村 美弥（同 年）











                          
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 第 部と第 部、それぞれ 言語 件を担当教員が選抜する。ただし、英語は 〜件と
する。規定時間内で 名以上が一つの作品を演じる場合、件として参加できる。
 件につき暗唱時間は 分（移動、準備、片付けを含め 分）とする。その間、関連する
写真等を投影する。
 聴衆には暗唱内容の和訳と背景等を書いた印刷物を配布する。
 暗唱度、表現力、映像・印刷物の準備度、仲間力等を総合的に評価し、審査する。
（以上、本年度の出場希望者募集用ポスター等に基づく）
